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https://toyoura.shibata.ed.jp（随時、日記更新中!!） 
  

 

 

                                校長 小嶋 修 

２学期は、体育祭や合唱コンクールなどの学校行事をはじめ、様々な教育活動が展開さ

れます。そこで、２学期始業式では、パリオリンピックのスケートボード男子ストリート

で、逆境を乗り越え金メダルを獲得した堀米雄斗選手の話をしました。 

体育祭で一生懸命に取り組む姿に、多くの感動をもらいました。また、目標に向かって

最後まであきらめずに戦い抜く強い気持ち、挑戦し続ける心、仲間と支え合う絆や感謝す

る気持ちなど、多くの学びがありました。今後の更なる飛躍を期待しています！ 

        豊浦中学校学校だより 
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「１％も可能性があるなら…」  挑戦する 2学期に！ 

 

 

 

 

教育目標 「言葉と心のキャッチボール」  

堀米選手が、金メダル獲得後に自身の SNS で、一言、「１％も可能性があるなら」と

更新しました。皆さんはどのように感じますか。７位のメダル圏外から決勝でのラスト

１本で、大逆転の金メダル獲得でした。金メダル獲得も素晴らしいのですが、「１％しか

可能性がない」ではなく、「１％も可能性があるなら」とわずかな可能性を信じ、大きな

プレッシャーのかかるオリンピックで最後まであきらめずに挑戦し続けた結果でした。 

その堀米選手が、次のような内容でインタビューに答えていました。 

『オリンピックに行けるかも分からない状況で、本当に精神的にもすごい辛かった

し、体ももちろんキツかった。支えてくれた仲間、家族、サポートしてくれたみん

な、ファンのおかげで最後まで滑り切ることができたし、信じることができた。オ

リンピック予選までは１パーセントくらいしかない可能性だったけど、最後まで信

じていたのが、今日の優勝の鍵になった』 

そもそも堀米選手は、日本代表落選の危機もありました。オリンピック出場を決めた

のも約１か月前でした。困難な状況にあっても、失敗を恐れて挑戦しないのではなく、

「１％も可能性があるなら」と決してあきらめませんでした。支えてくれた人たちの思

いも胸に、成功することを信じて挑戦し続け、最後に栄冠を手にしました。 

３年生は、中学校最後の体育祭、合唱コンクールなど、３年間の集大成として、一人

一人が輝き、３学期の進路実現に向けて一日一日を大切に過ごしてほしいと思います。

１、２年生は、11 月に生徒会役員選挙があります。いよいよ豊浦中学校の歴史と伝統

のバトンを引き継ぐ大切な代表を決めます。オリンピックに出場した選手のように、そ

れまでの過程で磨き上げられた生き方や、様々な努力などを参考にして、皆さん一人一

人にとって、充実した２学期が過ごせることを期待しています。 

https://toyoura.shibata.ed.jp/


実施予定日から3日間、雨天の影響で延期する

異例の事態となりましたが、24日（火）に秋晴れ

の下、体育祭を開催することができました。 

「気炎万丈～勝利の風を巻き起こせ～」のスロ

ーガンのもと、生徒一人一人が全力で取り組み、

仲間との絆を深める充実した一日を過ごすこと

ができました。 

 

 

 

 

 

 

私の青春     赤団団長 

ダンスでは、練習時間が短く、当日までに赤団のみんなに振り付けや隊形移動を教えられる

か心配でした。しかし、１・2 年生が私の話をしっかり聞いてくれたり、素早く行動してくれ

たりしたおかげで最高のパフォーマンスに仕上げることができました。当日は、練習通りのパ

フォーマンスを披露することができ、応援の部で優勝できてとてもうれしかったです。競技で

は、惜しくも負けてしまいましたが、白熱した戦いを楽しめたので良かったです。 

結果は準優勝で悔しい結果になりましたが、中学校で最後の体育祭がとても良い思い出にな

りました。青団も赤団も最高でした。そして何より心を一つに共に頑張った赤団３年生の皆さ

ん、ありがとうございました。 

最後の体育祭   青団団長 

私は、中学生最後の体育祭を団長として臨みました。団長として団をまとめるのは簡単では

ありませんでした。ダンス練習での隊形移動やウェーブなど、なかなか上手くいかないことも

ありました。しかし、応援リーダーの協力のおかげで、練習をスムーズに進められるようにな

りました。また、青団のみんなの頑張っている姿を見ることで元気をもらいました。 

体育祭当日、課題だった大縄跳びやダンスの隊形移動などが上手くいき、総合優勝を取るこ

とができました。みんなの楽しんでいる姿を見て、団長になって良かったと思いました。私た

ち 3 年生にとっては最後の体育祭でしたが、豊浦中学校創立 50 周年にふさわしい最高の体育

祭になったと思います。全校の皆さん、先生方、最高の体育祭をありがとうございました。 

令和 6年度 体育祭 全力で最高のパフォーマンス！! 

 

（7月日火曜日） 

 

【最終結果】 

総合優勝  青団 

競技の部  青団 

応援の部  赤団 

パネルの部 青団 

全校をリードした 3 年生！ 



新発田市では、夏休みなどを利用して、中学生を対象に新発田市核兵器廃絶平和都市宣

言事業を行っています。広島平和記念式典派遣や長岡市平和学習会、しばた平和のつどい

に生徒会役員が参加しました。２学期始業式では、代表して広島平和記念式典派遣に参加

してきた 3年生から現地で学んだことを発表してもらいました。 
 

この派遣事業では、広島平和式典への参加の他、原爆ドーム、平和記念

資料館、大和ミュージアムなどの施設見学もさせていただきました。8月

5日、最初に訪れたのは、広島平和記念公園です。この公園には、「原爆の

子の像」がありました。写真の像は、みなさんも教科書などで一度は目に

したことがあるのではないでしょうか？私が想像していたよりも、たくさ

んの千羽鶴がショーケースの中に入っていました。この像の周りでは、像

を建立するきっかけとなった被爆者の佐々木禎子さんのお話をする方が

たくさんいました。悲しい歴史を後世の人に残そうとする方の思いを目の

当たりにしてきました。この話は、3年生の英語の教科書に載っています。

特に3年生で、まだ読んでいない人がいたら読んでほしいと思います。 

次に、原爆ドームを見学しました。崩れた壁のレンガが地面にたくさん

落ちていました。復興して、大都市になった広島ですが、原爆ドームを見

ると確かにこの地に原子爆弾が落とされたのだということを感じました。

この後、平和記念資料館を見学しました。教科書に載っていた、溶けたビ

ンや、被ばくした方の証言など、見ていて辛くなるような展示がたくさん

ありました。資料館にはたくさんの来館者がいましたが、誰も話さずに、

静かに展示を見ていました。静けさを求められる場だからというよりは、来館者が想像以上の悲

惨で恐ろしい展示物を見たことで、何も言えなくなってしまったから生まれる静けさなのではな

いか？と私には感じられました。 

8月6日、広島平和記念式典に参加しました。テレビなどで見た人もいるかもしれませんが、実

際に参加して合唱を聴くと、本当に感動する歌声と演奏でした。戦争で音楽を楽しめる機会が奪

われないように願いました。その後、大和ミュージアムを見学しました。人間魚雷として亡くな

っていった方の話や、戦艦を作っていたことで爆撃を受けた呉の街の様子が展示されていまし

た。人々を豊かにするために技術が使われるのではなく、戦争のために技術が使われ、人の命を

奪い、街を破壊し、人の心も壊すということは、なんとむなしいことなのだろうと思いました。

私は、人間や動物、地球がよくなる方向に技術を使っていきたいと思いました。夜は、「とうろう

流し」を見学しました。原爆で命を落とした方の遺族らが、供養のために「とうろう」を流した

ことが始まりだとされています。流れていく「とうろう」が

きれいだと思う反面、「とうろう」の数よりも多い、たくさん

の人々が一瞬にして亡くなったことを考えると、原爆も戦争

もあってはならないと思いました。悲しいことに戦争はなく

なっていません。戦争について、平和について、今回の経験

を踏まえて、考え直し、関心を持ち続けていきたいです。 

「広島平和記念式典」に参加して 

（7月日火曜日） 

 



 4日（水）に、2011年に発生した東日本大震災で、継続的にボランティアで支援を行っ

た経験のある倉田智浩様（一般社団法人 愛・南魚沼みらい塾理事）をお迎えして、「いの

ちの授業講演会」を開催しました。当時の映像資料等も提示していただきながら、震災時

の様子や被災者とのかかわりを通して学んだ「命の大切さ」について、貴重なお話をお聴

きすることができました。生徒からは、「今、周りにいる友達や家族をもっと大事にしたい」

「今生きていられるのが本当に貴重で幸せなことだと忘れないで生活したい」など、自分

の「今」を見つめ直し、命を大切にしていこうとする感想が多く寄せられました。 

 今年に入ってからも地震、水害等の災害は各地で発生しています。この機会に、ご家庭

でも災害時の対策についてご確認ください。また、教育活動時の災害発生も想定しておく

必要があります。生徒の引き渡しについては以下のとおりです。確認をお願いいたします。 

大規模災害等発生時の生徒の引き渡しについて 

○通信手段（携帯メール・インターネット・電話）が使えるとき 

①保護者あてに緊急メールと学校ホームページで連絡 

②メール配信、学校ホームページ掲載後、1時間を過ぎても迎えが来ない場合は、学級

担任が緊急連絡先に電話連絡 

 ○一切の通信手段が途絶し、連絡できないとき 

  学校に生徒を待機させ、保護者の来校を待って引き渡す 

  【引き渡し場所】体育館又はグラウンド 

（該当学級の受付場所で来校順に受付） 

【10月の主な予定】 
10月 ２日（水）フッ化物洗口 下越地区駅伝（五十公野公園陸上競技場周辺） 

10月 ３日（木）２年「職場体験」1日目 ※2年給食なし 

10月 ４日（金）2年「職場体験」2日目 １年「新発田巡検」 3年「福祉体験」 

10月 ７日（月）諸校費口座振替日 3年「拉致問題啓発舞台劇」（5，6限） 

10月 ７日（月）色覚検査（1年希望者） 

10月 ８日（火）フッ化物洗口 全校集会 2年「手紙の書き方教室」（5，6限） 

10月 ９日（水）新発田市教育委員訪問 避難訓練 

10月１１日（金）2年「アントレプレナーシップ講座」（5，6限） 

10月１５日（火）3年「実力テスト」 

10月１６日（水）フッ化物洗口 専門委員会 

10月１８日（金）新発田市教育委員会委託事業 同和教育研究発表会（午後） 

10月２１日（月）生徒集会 

10月２２日（火）フッ化物洗口 

10月２３日（水）合唱コンクール週間（～11／１） 

10月２９日（火）フッ化物洗口 

10月３０日（水）生徒会役員選挙告示 

 

9月は防災月間！！ －災害から自分の命を守ろう－ 

 

（7月日火曜日） 

 

11/2（土） 

午前 合唱コンクール 
午後 創立 50周年記念行事 


